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龍谷大学深草キャンパス慧光館

11.25   12.25（火） （木）

主催：龍谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンター
協力：たんぽぽの家アートセンター HANA

9:00-17:00 入場無料【休館日】日曜日

-
2025

11.29（土）



わからないままに響きあう
この展覧会は、“わかる” ことを目的としません。 むしろ、“わからない”

という状態にとどまりながら、 それでも誰かと、何かと、共にいることの可

能性を探ります。展示では、障害のある人々による、あるいは彼らととも

に生まれた作品を紹介します。 それらは、アートに見えるかもしれないし、

見えないかもしれない。そこには言葉にならない感覚や、説明できない魅

力がある。 わからないからこそ、思いやる。 わからないままに、響き合う。

ただ「いる」ことで、何かが共鳴する。作品と、そしてその向こうにいる

誰かと、分からないままに響き合う体験が待っています。

【出展作家】

荒井陸、伊藤樹里、大西照彦、長田恵、十亀史子、中村真由美、福岡左知子、舟木花、山野将志、山村晃弘

【出展団体】たんぽぽの家アートセンター HANA｜奈良

【お問い合わせ】龍谷大学ユヌスソーシャルビジネスリサーチセンター 
TEL: 075-645-2098 　Mail: ysbrc@ad.ryukoku.ac.jp
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伊藤樹里《JURIX WORKS》
1995-2025 年　薬のカラ

福岡左知子《miamoo. - ミィアムゥ -》
2010-2025 年　毛、麻、綿、ポリエステル

中村真由美《ハリポテコレクション》
2010-2025 年　アクリル、顔料マーカー、紙

十亀史子《マレーバクの親子》
2020 年　アクリル、キャンバス

舟木花《トンネル》
2019 年　数十個の養生テープ、ペン、新聞紙、段ボール

山野将志《オーストラリアの島》
2011 年　アクリル、紙、パネル

山村晃弘《Inspiration シリーズ　Paint.34》
2016 年　アクリル、ペン、キャンバス

龍谷大学深草キャンパス慧光館

60名の障害のあるメンバーがアート活動を行うアートセンター。絵画や立体、テキスタイル、

陶芸、パフォー マンスなど様々な表現活動をおこなっており、世界遺産の仁和寺や大分県

立美術館での展覧会、龍谷大学や京都市立芸術大学との共同企画など、年間 100 件以上の

プロジェクトを行っている。

〒612-8577　京都市伏見区深草塚本町 67

アクセスはこちらから

2025 9:00-17:00 入場無料11.25　-12.25火 木

駐車場がございませんので、公共交通機関
でお越しいただくか、お車でお越しの場合
は近隣のコインパーキングに駐車ください。
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日曜日 / 11.29【休館日】 （土）


